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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 166,157 17.9 11,673 50.4 12,762 39.7 10,497 44.9

2024年3月期第1四半期 140,977 12.6 7,760 84.1 9,135 72.2 7,243 127.2

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　11,225百万円 （△20.8％） 2024年3月期第1四半期　　14,169百万円 （370.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 53.40 49.04

2024年3月期第1四半期 36.86 34.44

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 1,366,060 469,253 32.5

2024年3月期 1,303,205 464,054 33.6

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 444,501百万円 2024年3月期 438,487百万円

（注）当社は、「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用し
たため、2024年3月期につきましては遡及適用後の数値を記載しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 27.50 27.50

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 330,000 16.3 20,000 25.8 20,000 15.7 14,000 40.3 71.22

通期 675,000 12.3 40,000 15.1 40,500 7.9 28,000 14.8 142.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、四半期決算短信(添付資料)P.10「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更に関す
る注記)」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 196,700,692 株 2024年3月期 196,700,692 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 119,646 株 2024年3月期 116,752 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 196,582,480 株 2024年3月期1Q 196,526,991 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社

としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、
四半期決算短信（添付資料）P.5「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・四半期決算補足説明資料の入手方法について

四半期決算補足説明資料は、TDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。



名古屋鉄道㈱(9048) 2025年３月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ………………………………………………………………………………………… 2

（１）当四半期の経営成績の概況 ………………………………………………………………………… 2

（２）当四半期の財政状態の概況 ………………………………………………………………………… 5

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 5

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………… 6

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 6

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 10

(会計方針の変更に関する注記) …………………………………………………………………… 10

（セグメント情報等の注記） ………………………………………………………………………… 11

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 12

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 12

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ………………………………………… 12



名古屋鉄道㈱(9048) 2025年３月期 第１四半期決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間の営業収益は、ＮＸトランスポート㈱の連結子会社化が寄与した運送事業に加え、不

動産事業や交通事業を中心に全事業で増収となり166,157百万円（前年同期比17.9％増）となりました。営業利益

は、業務委託料や商製品売上原価が増加したものの、増収により11,673百万円（前年同期比50.4％増）となりまし

た。経常利益は、営業外損益は悪化したものの、営業増益により12,762百万円（前年同期比39.7％増）となり、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、経常増益に加え、負ののれん発生益の計上等による特別損益の改善もあり

10,497百万円（前年同期比44.9％増）となりました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

①①①①①交通事交通事交通事交通事交通事業業業業業

交通事業の営業収益は、鉄軌道事業やバス事業において運賃改定の効果があったほか、輸送人員の増加などによ

り39,761百万円（前年同期比9.9％増）となり、営業利益は、人件費や修繕費の増加があったものの、増収により

6,521百万円（前年同期比53.1％増）となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

鉄軌道事業 24,359 21,883 11.3 5,187 3,342 55.2

バス事業 10,696 9,653 10.8 1,207 630 91.5

タクシー事業 5,229 5,191 0.7 93 248 △62.5

調整額 △523 △539 ― 33 37 ―

計 39,761 36,188 9.9 6,521 4,258 53.1

②②②②②運送事運送事運送事運送事運送事業業業業業

運送事業の営業収益は、トラック事業で当期に連結加入した子会社の収入が寄与し45,406百万円（前年同期比

32.6％増）となり、営業利益は、トラック事業で収支悪化したものの、海運事業の増益により329百万円（前年同期

比12.0％増）となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

トラック事業 49,624 38,290 29.6 7 255 △96.9

海運事業 4,513 4,173 8.1 299 14 ―

調整額 △8,732 △8,218 ― 22 24 ―

計 45,406 34,245 32.6 329 294 12.0

※海運事業の営業利益増減率（％）は、増加率が1,000％以上のため表記しておりません。
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③③③③③不動産事不動産事不動産事不動産事不動産事業業業業業

不動産事業の営業収益は、不動産分譲業でマンション販売の引渡戸数が増加したことに加え、不動産賃貸業の増

収もあり31,753百万円（前年同期比25.3％増）となり、営業利益は、増収により4,765百万円（前年同期比30.0％

増）となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

不動産賃貸業 13,831 12,874 7.4 2,470 2,593 △4.7

不動産分譲業 16,677 11,182 49.1 2,185 923 136.5

不動産管理業 3,614 3,354 7.7 128 154 △17.0

調整額 △2,369 △2,068 ― △18 △5 ―

計 31,753 25,343 25.3 4,765 3,666 30.0

④④④④④レジャーレジャーレジャーレジャーレジャー・・・・・サービス事サービス事サービス事サービス事サービス事業業業業業

レジャー・サービス事業の営業収益は、観光需要の回復により、ホテル業や観光施設事業を中心に増収となり

25,267百万円（前年同期比4.8％増）となりました。一方、営業利益は、ホテル業が黒字化したものの、旅行業の減

益により663百万円（前年同期比3.2％減）となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

ホテル業 5,781 4,997 15.7 280 △79 ―

観光施設事業 4,838 4,549 6.4 64 27 130.3

旅行業 14,762 14,713 0.3 320 742 △56.9

調整額 △115 △160 ― △0 △5 ―

計 25,267 24,099 4.8 663 685 △3.2
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⑤⑤⑤⑤⑤流通事流通事流通事流通事流通事業業業業業

流通事業の営業収益は、店舗閉鎖による百貨店業の減収があったものの、その他物品販売業の増収により15,664

百万円（前年同期比5.1％増）となり、営業損失は、不採算店舗の閉鎖による百貨店業の収支改善もあり前年同期に

比べ370百万円収支改善し606百万円となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

百貨店業 4,046 4,377 △7.6 △373 △623 ―

その他物品販売 11,682 10,620 10.0 △217 △316 ―

調整額 △65 △95 ― △15 △37 ―

計 15,664 14,902 5.1 △606 △977 ―

⑥⑥⑥⑥⑥航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事業業業業業

航空関連サービス事業の営業収益は、機内食事業の受注増加などにより6,052百万円（前年同期比11.3％増）とな

りました。一方、営業損失は、増収であったものの、諸経費の増加などにより前年同期に比べ35百万円収支悪化し

193百万円となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

航空関連サービス事業 6,108 5,488 11.3 △196 △162 ―

調整額 △55 △49 ― 2 3 ―

計 6,052 5,438 11.3 △193 △158 ―

⑦⑦⑦⑦⑦その他の事その他の事その他の事その他の事その他の事業業業業業

その他の事業の営業収益は、前期に連結加入した建設子会社の収入が寄与したことに加え、設備工事の受注増加

もあり12,606百万円（前年同期比27.2％増）となり、営業損益は、増収により前年同期に比べ222百万円収支改善し

158百万円の利益となりました。

(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第１四半期 前第１四半期 増減率 当第１四半期 前第１四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

設備保守整備事業 6,423 4,397 46.1 34 △262 ―

その他事業 6,405 5,814 10.2 142 196 △27.4

調整額 △222 △302 ― △18 1 ―

計 12,606 9,908 27.2 158 △63 ―
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（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、資金調達に伴う現金及び預金の増加や株式取得による投資有価

証券の増加により、前連結会計年度末に比べ62,854百万円増加し1,366,060百万円となりました。

負債は、設備工事代金の支払などにより支払手形及び買掛金が減少した一方、社債の新規発行などにより、前連

結会計年度末に比べ57,655百万円増加し896,806百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に

比べ5,199百万円増加し469,253百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、前回公表時（2024年５月10

日）より変更はありません。

業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 60,388 86,610

受取手形、売掛金及び契約資産 63,831 58,761

短期貸付金 1,814 1,814

分譲土地建物 76,717 79,343

商品及び製品 6,329 7,234

仕掛品 626 1,109

原材料及び貯蔵品 5,511 6,050

その他 23,451 28,534

貸倒引当金 △185 △186

流動資産合計 238,484 269,272

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 317,548 320,992

機械装置及び運搬具（純額） 83,615 85,450

土地 381,227 386,171

リース資産（純額） 9,569 9,103

建設仮勘定 90,654 92,962

その他（純額） 11,008 11,721

有形固定資産合計 893,624 906,402

無形固定資産

施設利用権 7,945 7,616

のれん 2,294 2,204

リース資産 217 203

その他 3,505 3,549

無形固定資産合計 13,963 13,573

投資その他の資産

投資有価証券 128,202 147,398

長期貸付金 292 274

繰延税金資産 11,606 11,649

その他 17,525 17,976

貸倒引当金 △493 △487

投資その他の資産合計 157,133 176,811

固定資産合計 1,064,720 1,096,787

資産合計 1,303,205 1,366,060
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 74,816 62,458

短期借入金 43,574 46,863

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

リース債務 1,373 1,101

未払法人税等 4,619 2,521

従業員預り金 19,964 19,823

前受金 68,511 75,460

賞与引当金 5,841 3,195

整理損失引当金 29 26

商品券等引換引当金 369 369

その他 49,848 56,542

流動負債合計 308,949 308,363

固定負債

社債 225,000 275,000

長期借入金 179,631 183,239

リース債務 9,958 9,731

繰延税金負債 3,229 4,798

再評価に係る繰延税金負債 55,271 55,270

整理損失引当金 3,906 3,786

退職給付に係る負債 32,535 35,711

その他 20,669 20,905

固定負債合計 530,201 588,443

負債合計 839,151 896,806

純資産の部

株主資本

資本金 101,158 101,158

資本剰余金 40,426 40,882

利益剰余金 179,468 184,561

自己株式 △233 △238

株主資本合計 320,819 326,364

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 28,631 29,121

繰延ヘッジ損益 379 392

土地再評価差額金 87,298 87,296

為替換算調整勘定 24 37

退職給付に係る調整累計額 1,332 1,289

その他の包括利益累計額合計 117,667 118,137

非支配株主持分 25,567 24,751

純資産合計 464,054 469,253

負債純資産合計 1,303,205 1,366,060
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

営業収益 140,977 166,157

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 120,176 139,351

販売費及び一般管理費 13,040 15,132

営業費合計 133,216 154,484

営業利益 7,760 11,673

営業外収益

受取利息 9 23

受取配当金 716 1,188

持分法による投資利益 875 453

雑収入 531 453

営業外収益合計 2,133 2,118

営業外費用

支払利息 717 829

雑支出 41 199

営業外費用合計 758 1,028

経常利益 9,135 12,762

特別利益

固定資産売却益 362 229

工事負担金等受入額 418 715

投資有価証券売却益 73 -

負ののれん発生益 - 1,982

その他 59 46

特別利益合計 913 2,974

特別損失

固定資産売却損 13 24

減損損失 16 26

固定資産除却損 83 49

投資有価証券評価損 56 -

工事負担金等圧縮額 337 692

その他 2 10

特別損失合計 509 804

税金等調整前四半期純利益 9,538 14,932

法人税、住民税及び事業税 1,971 2,273

法人税等調整額 269 1,925

法人税等合計 2,240 4,199

四半期純利益 7,297 10,733

非支配株主に帰属する四半期純利益 54 235

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,243 10,497
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 7,297 10,733

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,536 517

繰延ヘッジ損益 98 19

為替換算調整勘定 2 13

退職給付に係る調整額 △44 △42

持分法適用会社に対する持分相当額 279 △15

その他の包括利益合計 6,871 492

四半期包括利益 14,169 11,225

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,016 10,969

非支配株主に係る四半期包括利益 152 256
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し

ております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を

税務上繰り延べる場合に係る税効果の取扱いについて、当該子会社株式等を売却した企業の財務諸表において、当該

売却損益に係る一時差異に対して繰延税金資産又は繰延税金負債が計上されているときは、従来、連結決算手続上、

当該一時差異に係る繰延税金資産又は繰延税金負債の額は修正しないこととしておりましたが、当該一時差異に係る

繰延税金資産又は繰延税金負債を取り崩すこととしました。この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度

の連結貸借対照表において、繰延税金負債が521百万円減少しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累

積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は521百万円増加しております。
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産
事業

レジャー
・サービ
ス事業

流通事業
航空関連
サービス
事業

その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客に対
する営業収益

35,491 34,160 22,506 23,971 14,028 5,430 5,388 140,977 ― 140,977

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

697 84 2,837 128 873 8 4,519 9,148 △9,148 ―

計 36,188 34,245 25,343 24,099 14,902 5,438 9,908 150,126 △9,148 140,977

セグメント利益
又は損失(△)

4,258 294 3,666 685 △977 △158 △63 7,704 55 7,760

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

設備保守整備事業、情報処理業、保険代理業等

２ セグメント利益又は損失の調整額55百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１. 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産
事業

レジャー
・サービ
ス事業

流通事業
航空関連
サービス
事業

その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客に対
する営業収益

39,001 45,302 28,663 25,111 14,812 6,022 7,243 166,157 ― 166,157

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

759 104 3,090 156 852 30 5,362 10,355 △10,355 ―

計 39,761 45,406 31,753 25,267 15,664 6,052 12,606 176,512 △10,355 166,157

セグメント利益
又は損失(△)

6,521 329 4,765 663 △606 △193 158 11,638 34 11,673

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

設備保守整備事業、情報処理業、保険代理業等

２ セグメント利益又は損失の調整額34百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれんの発生益）

「運送事業」において、ＮＸトランスポート株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、負ののれ

んが発生しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては1,982百

万円であります。なお、負ののれんの金額は、取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であ

ります。また、当該負ののれん発生益は特別利益に含まれるため、上記セグメント利益又は損失には含まれておりま

せん。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 9,402百万円 10,148百万円

のれんの償却額 92 90


